














































克己訳）『権威なき者のごとく』（新教出版社，2002年）。本書は Fred Craddock, As
One Without Authority (Nashville: Abingdon Press, 1979). の全訳である。尚，評者が
参考とした英文原書は次のものである。Fred Craddock, As One Without Authority, (St.
























を垣間見ることができる。次の書物である。Fred B. Craddock／ed. Mike Gvaves,


















































































































































は意識的に避けているようである。この書は最近では版を改めて Chalice Press から
出版されている。次の通りである。Fred Craddock, Overhearing the Gospel, (St. Louis:
Chalice Press, 2002).




























































































































文第４版（St. Louis: Chalice Press, 2001）には付録に４篇の説教が収録されている。
そのほかにもクラドックがオレゴン州のチェリー・ログ・クリスチャン・チャーチ
（Cherry Log Christian Church）で語った説教の記録が一冊の書物のかたちで出版さ
れており，そこには20篇の説教が収録されている。次の書物である。Fred B.

























































































































の題が付いた次のような書物が出版されたりもしている。John R. Brokhoff, As One

























































Thompson, Preaching Like Paul (Louiville: Westminster John Knox Press, 2001). この
書物は，物語の説教および帰納的説教論についての評価を是々非々のスタンスでくだ
している。物語の説教や帰納的説教論の評価に関して，本格的で読み応えのある一冊
と言えよう。Millard Erickson & James Heflin, Old Wine in New Wineskins, Grand
Rapids: Baker Book House, 1997.この書は必ずしも物語の説教を直接のテーマとして
いるわけではないが，教理の主張や抽象的論理の展開が説教において敬遠されている
傾向に危機感を抱く組織神学者エリクソンと説教学者ヘフリンによって記されている。
David Larsen, Telling the Old, Old Story, Grand Rapids: Kregel Publicatin, 1995.ラー
ソンはトリニティー神学校の元説教学教授であるが，聖書における様々な真理を物語
の説教へと練り上げて行くことについて講じている。Haddon Robinson & Torrey























Preaching, Valley Forge: Judson Press, 1998.本書には一人称説教のサンプルそのもの
が多数収録されている。たとえば，ヨナ，エリヤ，ナアマン，ザアカイ，ピラト，マ
リヤ等々である。
物語の説教という概念や手法の採用は，確かに説教を効果あるものとするために役
立つかもしれない。そのための試みや努力は評価されるべきであろう。しかしその一
方で，このような説教理解の性格や限界にも注意を向けておくことも必要と思われる。
「物語」（Narrative）という場合，やはりそこには文学としての性格や要素がまとわり
ついて理解される傾向は否めないからである。説教を文学的視点から捉え，文学的味
付けをして語ることで一層効果あるものとすることはできる。しかしその場合，説教
の土台となる聖書はそもそも文学なのかと問わざるを得ない。聖書には歴史性がある。
聖書は教会の教理と神学の書でもある。また何よりも神の言葉としての本質を帯びて
いる。このような聖書という書物の性格を物語の説教はどれだけ担いきることができ
るのであろうか。物語の説教はこのような問題や限界を秘めているものと思われる。
181
であれば，それはキリストの教会の霊的収穫となると信じるからである。
我々の国，日本においても，神の言葉をより良くふさわしく宣べ伝え
るための真剣な努力がさらに新しく積み重ねられ分かち合われることに
よって，キリストの教会がいっそう豊かにされることを心から祈り願い
つつ筆をおくこととする。
『キリストと世界』第14号　　藤　原　導　夫
